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N0.28

人 口 と世 帯

50.10.1 現介．

男5  , 7 人(  + 11)

女6  , 0 人｛ ＋12 ｝

計11.･37 人(  + 23 )

世 帯数2  , 69 Ⅱ一 一冂

と
し
て
保
存
し
ま
し
ょ
う
。

み

の

り

の

秋

高
く
晴
れ
上

が
っ
た
空
に

赤
と
ん
ぼ
が
舞
い

秋
風
に
黄
金
の
稲
穂
が
ゆ
れ
る

今
年
も
豊
作
だ

た
ば
ね
た
稲
の

ず
っ
し

り
と
し
た
重
み
は

一
年
間
の
汗
の
結
品

動
か
す
手
つ
き
も

思

わ
ず
軽
く
な
る

写
真
は
高
城
の

後
藤
幸
次
郎
さ
ん
の
田

ん
ぽ
で
Ｉ



昭和４９ 年度の決算状況
昭和49年 ４月 １日から

昭和50年 ３月31日 まで

[一般会計の実質収支は1,141万1千円]

９月定例町議会は９月23日招集され４日間の会期で開催されました。提出●案は●昭和49

年度一般会計及び特別金計の決算認定 ●教育委員の任命の同意●町議会議員の報酬等に

関する条例の一郎改正 ●昭和ＳＯ年度一般会計及ぴ大木戸財産区特別会計の補正予算●町道

路練の廃止と変更 などの15●案が審議されいずれも可決されまＬた。
今月号では主に一般会計の決算について取上げてみました。

一
般
会
計

・

歳
入

の
状
況
・

歳
入
の
決
算
額
は
、
八
哮
三
千
六
百

八
万
三
千
円
で
、
前
年
度
に
比
較
し
て

一
億
二
千
三
百
八
十
二
万
一
千
円
の
増

加
で
そ
の
増
加
率
は
一
七
・
四
％
と
な

り
ま
し

゛
．

図
で
示
す
よ
う
に
、
地
方
文
付
税
・

県
支
出
金
・
国
川
支
出
金
・
町
債
等
の

い
わ
ゆ
る
依
存
財
源
か
全
休
の
匁
血・
五

％
で
前
年
度
よ
り
三
・
八
％
高
く
な
り
、

反
面
町
悦
夸
の
白
主
財
源

が
二
四
・
五

％

と
な
り
．
岡
・
県
依
存
財
源
の
増
加

分
だ
け
低
く
な
っ
て
お
り
ま
す
．

・
歳
出
の
状
況
・

歳
出
決
算
の
状
況
を
目
的
別

に
み
ま

す
と
（
図
参
照
）
土
木
費
・
総
務
貲
・

農
林
水
産
窿
費
・
枚
育
賢

’
尺
生

曹
の

噸
で
、
こ
の
五
費
目
で
全
体

の
八
こ

λ

％

を
占
め
て

い
ま
す
。

ま
た
紂
前
年
度
増
加
率
の
高
い
も
の

は
議
会
費
・
民
生
贄
・
農
林
水
産
業
費

が
四

〇
％
台
．
総
務
賢
三
〇
％

．
衛
生

賢
・
消
肋
費
・
教
町
費
か
二
〇
％

台
と

な
っ
て
お
り
ま
す
．

反
対
に
前
年
度
よ
り
額
か
減
少
し
た

も
の
は
土
木
貲
こ
三
・
．
％
、
赭
支
出
愈

七
三
％
と
な
っ
て
お
り
、
土
木
費
に
つ

い
て
は
公
営
住
や
　
Ｇ
　
望

な
か
っ
た

た
め
の
し
の
で
あ
り
ま
す
．

尚
、
こ
の
歳
出
決
算
額
を
性
質
別
に
み

ま
す
と
次
の
図

の
と
お
り
と
な
り
ま
す
．

人口1人当り

歳入決算額

区　　　分 �49年度�48年度�匍 Ａ減

町　　　　 輒

第  蹊  多

自 鋤 皐 取 俾 輒 夊 付 會

殳  付

史礫を全 罅 盟 物 物 交 付

分 袒 會 纔 び 負 佃 僉

愕 竃 料 攻 ぴ 争 教 科

餬 嘩 支 出 童
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財源別にみた歳入
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劈　啣　li
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※

各
部
門

に

お
け

る
主
要

な
施
策

の
成

果
（

事
業

費
百
万
円

以

上

の

も
の
）

総
務
部
門

◆
郎
薦
集
会
断
櫨
設
補
修
費
補
助
七

件
百
八
十
五
万
五
千
円
・

駐
在
所
増
築

補
作
費
三
ヶ
所
百
九
万
五
千
円
◆
町
史

編
さ
ん
事
震
一
千
百
八
十
九
万
円
◆
町

税
計
鉢
セ
ン
タ
ー
委
託
事
業
百
二
十
五

万
八
千
円
．

民
生
部
門

◆
老
人
医

療
十
割
給
付
三
千
四
百
六

万
四
千
円

◆
季
節
保
育
所
運
営

費
補
助

五
百
三
十
二
万
一
’ｒ

円

◆
児
宣
手
当
支

給
一
千
三
百
四
十
六
万
二
千
円

◆
乳
児

医
療
給
付
国
保
会
計
樶
出
し
孔
児
医
療

百
三
十
六
万
八
千
円

◆
養
縵
老
人

ホ
ー

ム
組
合
負
損
金
五
百

十
一
万
三
千
円
．

術
生
部
鬥

◆
公
立
藤
田
病
院
組
合
負
佃
金
一
千

四
百
五

十
三
万
七
千
円

◆
各
穐
予
防
梭

楝
事
業
百
五
十
四
万
四
千
円

Φ
環
境
術

生
薬
刑
配
付
百
十
四
万
四
千
円

◆
伊
達

地
方
衛
ｔ
処
理
組
合
負

担
僉
一
Ｆ
二
十

九
万

九
千
円
。

労
働
郎
門

◆
労
働
者
金
融
対
策
頭
託
百
万
円
．

農
林
部
門

◆
町
農
協
胄
成
助
成
金
百
万
円
一

農

裏
災
害
利
子
補
給
金
百
五
十
四
万

九
千

円

◆
伊
達
西
部
農
業
’`

盤
９
備
協
議
会

負
担
金
九
百
三
十
三
万
四
千
円

◆
各
種

団
体
等
補
助
文
付
金
二
百
三
十
七
万
四

千
円

◆
農
業
機
械
運
営
協
鰻
会
負
担
金

百
五
十
五
万
円
・

稲
作

転
換
促
進
特
別

搴
業
艢
釛
一
千
七
百
十
万
二
千
円
◆
農

業
就
業
改
善
給
付
対
策
事
業
補
助
一
千

九
十
万
円

◆
へ
き
地
裏
山
漁
村
振
興
特

別
対
策
事
業
補
助
二
百
二
十
五
万
円

◆

大
木
戸
山
根
地
内
水
路
新
設
工
事
百
十

七
万

八
千
円

◆
森
山
憶
江

か
ん
か
い
排

水
事
業
一
千
八
百
九
十
一
万
八
千
円

◆

町
附
帯

盛
土
百
十
三
万
八
千
円

◆
西
大

技
地
内
河
川
附
帯
工

事
二
百
八
十
八
万

三
千
円

◆
大
技
地
区
県
営
湛
水
防
除
事

業
負
祖
金
六
百
四

十
三
万
四
千
円

◆
地

域
開
免
特
別
対
策
哢
業
補
肋
金
三
百
三

十
四
万

六
千
円

◆
小
畑
槻
林
道
開
設
事

裏
一
モ

こ
百
八
十
万
円

◆
北
山
組
合
負

担
金
二
百
六
万
二

千
円
．

商
工
郎
門

◆
商
工
会
振
興
費
補
助
金
二
百
六
十

万
円

◆
中
小
企
裏
育
成
預
託
同一
百
万
円

◆
阿
津
賀
志
山
展
望

台
亀
設
工
事
（
4
8

年
度
繰
越
匸

一
百
三
十
万
円
．

土
木
郎
門

◆
遊
路
台
帳
整
仰
委
託
料
二
百
二
十

四
万
二
千
円
◆
ジ
ー
プ
購
入
百
五
十
五

万
円
◆
町
道
補
修
工
事
費
三
百
三
十
六

万
三
千
円
◆
町
道
補
修
原
材
科
五
百
二

十
九
万
三
千
円
・
三
町
土
木
機
械
運
営

嗚
議
会
負
担
金
百
六
万
二
千
円
◆
板
橋

貝
昨
線
略
渠
工
事
百
九
十
八
万
二
千
円

◆
滝
山
天
王
畑
線
改
良
工
事
四
百
八
十

七
万
円
◆
北
窪
天
王
畑
線
附
帝
工
事
百

五
十
九
万
四
千
円
◆
塚
野
目
山
伏
塚
線

改
良
工
事
三
百
万
三
千
円
◆
鳥
田
三
斗

蒔
線
改
良
工
事
四
百
四
十
五
万
三
千
円

◆
観
月
白
線
舗
装
四
百
三
ｅ

五
万
一
千

円
◆
荒
沢
国
見
線
舗
装
二
千
四
百
六
十

三
万
一
千
円
Φ
同
（
二
工
区
）
三
百
六

十
万
八
千
円
◆
泉
田
中
線
舗
装
四
百
六

万
九
ｆ
円
◆
舘
前
三
森
線
舗
装
三
百
八

十
一
万
五
峯
円
◆
偬
江
前
原
線
舗
装
四

百
一
こ
十
一
万

五
千
円

◆
貝
Ⅲ
山
ノ
仲
前

線
舗
装
三
百
六
十
三
万
円

◆
石
母
Ⅲ
榊

町
線
飼
装
七
百

九
十
一
万

一
Ｆ
円

◆
廠

山
上
野
線
舗
装
五
百
九
十
六
万
九
千
円

◆
県
工
事
負
担
金
一
千
七
百
九
十
四
万

円

◆
町
闘
発
計
面
飼
査
委
託
科
二
百
六

十
一
万
円
◆
公

共
下
水
道
基
本
叶
画
策

定
委
託
科
百

六
十
五
万
六
千
円

◆
住
宅

内
道
路
舗
装
百
九
十
三
万
四
千
円

◆
同

附
帯
工
事
三
百

九
十
一
万

九
千
円
．

消
防
部
門

◆
伊
達
地
方
消
防
組
合
負
担
金
二
’ｒ

三
百
円
十
八
万
三
千
円

Φ
防
火
水
槽
餃

一

工
事
ｇ

二

十
万
円
．

教
育
部
門

Φ
県
北
中
机
デ
ス
ク
喰
入
百
六
十
一

万
五
千
円
◆
大
技
小
学
校
組
合
負
担
金

三
百
四
十
二
万
二
予
円

◆
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
負
担
兪
七
百
五
十
三
万
一
千
円
．

性 質 別に みた歳 出
人口ｌ人当り性質別

歳出決算額

乱 廴こ
�昭扣49

嶇度�
零扣4
睥度�加 減

１人　 倅　lt　

4 ら職員紕

２物　 昨　 １

３繼 持 第 修

４餓　 絢　 冊

５疇 助 ｌ ｉ

６投皿出町只付彙

７投 資 的 膸ltn

膚 迪媼政 事龜

ア檣 絢 事 業

｛ 甲 独 亊 ●42

 総 事 第 負 を

８樶　 出　 争

９輳　 １　 僉10

公　 債　 背 �Z3,346.

 引 28.31Sl.

 44.4259,S36
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晁38
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辺
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1,927�　7.&36　5.1

1.622　

郭

991
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△33S　　
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△5 赫4
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特別会 計決 算額

食 器 名 �氤 入�齔 出�差 引
皿尺麹鳰保羶

飩旧筒輅永遠

宵　　 菁

人11劃 癨区

大木戸 ｌ

● ｜ ・ �21

》.9e9　23.1

鴟

2.　

蒭6　

的Z　

S66 �2

 .

鯰,901　

773

e67

SS

47S�3L1　ZS7　1,636

189

637

91

公営企業（水道事業）

会叶決算額

水ｌ 事 Ｓ�良 人�藏山 �差引

収 益同 曝

資 本　ｌ �32,4

偈5.

夕櫛�32,178慕IS》�　　Z28△2.7加

水遭会計遷引不足額は．遇早度

分及び当年度分損益勘定留保資

會で袖てんした．



な

ご
や
か
に

知
事

を
囲
む
県
政
懇
談
会

九
月
二
十
二
日
　
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

き
め
こ
ま
か
く
庄
民
力
声
を
聴
取
し
こ
れ
を
県
政
に
反

映
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

『
県
尺
の
た
め
ら
収
政
’
を
椎
し
進
め
よ
・つ
ｋ
』
い
う
「
県
政
懇
談
会
」
か
、
去
る

儿
月
．
．
卜
二
日
午
前
十
時
よ

り
町
尺
．福
祉
セ
ン
タ
ー
で
聞
か
れ
ま
し
气

国
見
町
に
お
い
て
は
、
昭
和
川
卜
．
．
年
一
一
月

に
第

．
回

か
開

か
れ
て
以
米
二
度

め
で
す
．

出
席
者

は
木
村
知
事
を
は
じ

め
、
生
活
環
境
部
找
・
県
の
出
先
機
関
の
艮
・
町

艮
・
町
鼠
会
議
員
な
‘・
と
、
「
般
町
民
百
四
卜
名
で
．
町
找
心
司
会
で
二
時
間
に

わ
た

ご

‘ヽ
知
多
と
町
民
と
の
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
．

そ
の
内
容
を
紹
介
い
た
し
ま
す
．

産

業
一

般

ほ
場
整
備
事
業

費
の
増
額
と
通
年
施

行
に
対
す

る
生
産
補
償
金
の
交
付

徳

江
　

村

上

太

一

氏
（

５４

）

農

業

県
営
は

ヰ

　
？

増
額
と
通

年
施
行
に
対
す
る
生
産
補
償
令
の
交
付

の
こ
点
に
お
い
て
知
嘔
さ
ん
の
所
ｕ

を

お
何
い
し
た
い
と
思

い
ま
す
．

県
営
は
場
整
備

事
竃
は

当
剛
多
年
に

わ
た
る
大
事
輩
で
耕
作
ａ

尺
の
こ
の
譽

霽
に
か
け
る
川
待

は
非
常
に
大
き
な
も

の
か
あ
り
ま
４
．
し

か
し
初
年
度

の
Ｔ

嘔

費
が
．」ｎ
ヵ
乍
計
画
私
梟
の
わ
す

か
匸

％
で
あ
る
の
で
、
Ｋ
卜

．
年
度
以
降
の

大
幅
な
Ｌ
串
費
の
増
額
に
よ
り
初
め
の

計
両

ど
お
り
完
成
す
る
よ
う
に
お
噸

い

し

ま
す
．

１

た
．
通
年
咾
行

に
よ
る
生
鹿

補
償

金

か
斤
卜

．
年
度
以
降
も
引
き
続
き
交

付

さ
れ
ま
す
よ
う
に
ご
尽
力
順

い
ま
す
．

知
事

耕
地
面
積

か
少
な
い
日
本
の

農
襃

に
と

ご
气

觝
盤
９
備
・
は
場
鰹

備
は
何
よ
り
も
人
切
で
大

膿
襃
経
営

矜
に
置
欲
を
起
こ
さ
せ
る
た
め
に
は
、

い
ち
ｙ

く
り
哨
を
行
っ
て
省
力
川
産
・

槻
喊
化
・
ほ
裳
化

か
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
レ
ーか
皿
賢

な
課
閣
で
あ
る
と
思
わ

れ
ま
す
．

そ
う
い
う
觀
占
に
茫
ち
ま
し

て
県
は
最
も
大

き
な
事
零
と
し
て
計
画

実
晧
し
て
お
り
．
ま
た
予
算
も
一
番
仲

び
て
い
る
の
で
す

が
、
石
油

シ
ョ
ッ
ク

以
来
、
絶
需
要
抑
制
策
に
よ
っ
て
仕

事

を
圧
縮
さ
せ
る
よ
う
に
な

。
た
た
め
、

予
算
が
少

な
く
な
っ
た
の
か
現
状
で
あ

り
ま
す
。
し

か
し
、
で
き
る
限
り
ｙ

く

や
れ
る
よ
一つ
努
力
し
て
い
く
つ
も
り
で

す
。通

年
晧
行
の
問
題
は
、
立
派
な
ほ
場

喰
備
を
す
る
に
は
舂
か
ら
狄
も
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
は
当
然
で
す
。
だ
か

ら
国
の
み

に
東
北
地
方
心
特
殊
性
を
働

き
か
け
、
何

と
か
通
年
他
行

か
で
き
る

よ
う
努
力
を
し
て

ご
變
９
に

あ
ず
か
る

よ
う
に
し

た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

駐
車
場
対
策
と

県
費
補
助
の
増
額

山
崎

赤
井
畑
多
賀
夫
氏
（
3
9一

製

材

某

現
在
の
商
店
経
営
に
ち

り
駐
車
場
置

置
は
不
叮
欠
の
妥
緊
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
し
か
る
卩
わ
れ
わ
れ
弱
小
の
中
小

風　　　　　 景



企
ｌ

肴
は
資
金
難
で
そ

の
目
的
達
成

は

非
常
に
む
ず
か
し

い
の
で
叫
に
お
き
１

し
て
駐
嘔
場
対
策
資
金
融
資
制
度
の
確

立
方
を
お
噸

い
し
ま
す
．
さ
ら
に
駐
啾

場
が
設
置

さ
れ
る
間
．

せ
め
て
半
日
で

ら
全
而

駐
瞋
禁
ｉ
区

域
を
片
測
に
緩
和

さ
れ
る
よ

う
に
お
願

い
い
た
し
ま
す
．

ま
た
商
匚
会
の
赤
字
財
政
を
な
く
す

た
め
、
指
導
回
・
哺
助
鰄
心
職
μ

に
叶

す
る
人
件
費
の
全
額
を
県
哺
助
と
す
る

よ
う
お
噸

い
し
ま
す
．

知
事

最
近
刀
モ
ー
タ
リ
ー

ゼ
ー
シ

ョ
ン
の
脾
及
に
よ
り
．

駐
啾
鳩
の
問
題

は
商
Ｔ
業
者
に
と

ご
Ｉ’人

き
な
課
題
と

な

ご

”
い
ま
す
、
県
で
も
そ
の
対
策
と

し
て
駐
巾
場
を
般
け
る
た
め
の
貸
付
金

の
制
度

を
つ
く
’．
た
の
で
す

が
．
と
こ

ろ
か
何
人

か
か
柤
ん
で
や
ろ
う
と
し
て

も
う
ま
く
い
か
な

い
、
倒
人
で
も
な
か

な
か
や
れ
な
い
．
と
い
う
の
か
現
状
の

ｔ

う
で
↑

．
　
　
　
　
　

・

１

だ

。

眺

収

塲

か

で

丶

・
る

前

に

ｙ

後

の

片

哨

駐

嘔

だ

け

で

し

贈

め

て

も

ら

い

た

い

ｌ
‐

い

う

こ

と

で

す

が

、

叶

叮

し

た

ら

交

通

渋

帯

を

ひ

き

お

’一

し

、

そ

れ

ば

か

り

か

嗔

の

間

か

ら

人

か

飛

び

出

し

た

り

し

て

。

文

通

安

令

Ｌ

、

ど

う

し

て

ら

そ

れ

は

で

き

な

戀

あ

气

商

ｒ

会

の

赤

字

財

政

の

こ

と

で

す

か

、

こ

の

頃

は

ど

こ

で

も

赤

字

か

は

や

っ

ｆ
こ

笑

・
’

一
一
一
ｌｓ
ｌｓ
ｌｓ
商

工

会

の

指

４

貝

と

補

助

ｕ

に

吋

す

る

助

成

の

こ

と

に

つ

い

て

は

、

零

細

な

商

工

会

の

事

情

は

わ

か

る

の

で

で

き

る

だ

け

補

肋

に

つ

い

て

は

９

力

は

し

で

い

く

か

、

全

額

出

し

て

く

れ

と

い

う

の

は

ち

ょ

っ

と

無

理

で

す

Ｑ

多

少

の

負

担

は

や

む

を

叫

な

い

と

思

わ

れ

ま

す

。

会　　　　　 場

教

育
問
題

危
険
校
舎

の
改
築
と

運
動
場
の
建
設
に
つ
い
て

山
崎

八
鳥
博
正
氏
一
曹

農

業

当
町

の
小
中
学
枚
は
大
部
分
危
険
校

舎
の
指
定
を
受
け
琶
朽
度
甚
し
く
再
三

地
垓
仕
尺
よ
り
全
面

改
築
の
讀
噸

か
な

さ
れ
て
お
り
ま
す
．

学
佼
当
局

に
お
い
て
も
児
重
の
安
全

確
保
・
教
育
効
恥
の
向
上
・
学
咬
災
害

防
止
の
Ｌ

か
ら
も
早
息

に
教
青
環
境
心

改
裨
か
強
く
望
ま
れ
て

お
り
、
義

務
教

育
の
川
滑

な
る
運
営
を
確
保
す
る
た
め

に
．
次
の
こ
と
を
お
噸

い
し
た
い
．

公
立
小
中
学
枚
危
険
建
物
の
改
築
謇

乖
筌
ぴ
に
公
冫
小
中
学
校
統
合
校
舎

な

ど
の
新

築
・
増
築
嘔

霰
に
紂
す
る
国
庫

補
助
串
の
引
き
ｔ

げ
、
校
舎
建
築
に
係

る
衂
凖
面
腆

の
拡
人
‘・
補
助
哄
湎
を
実

情
に
即
す
る
よ
う
改
脾
噸
い
た
り

ま
た
．
町
尺
の
体
位
・
責
質
の
向
Ｌ

を
図
る
た
め
の
町
尺
運
動
場
の
建
設
実

現
か
９

ま
れ
て

い
る
中
に
あ

ご

、、
７
:

校
世
築
同
様
補
助
ｔ

の
引
丶
Ｌ

げ
ｌ‐‐
改

摶
ぢ
に
つ
い
て
、
知
乍
に
吋
Ｌ
強
く
要

望
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
．

知
事

国
見
町
に
と

ご

６

、
柵
鳥

県
に
と
っ
て
も
．
何
か
い
っ
た
い
人
嘔

だ
か
と
考
え
る
气

私
は
何
か
何
で
も

立
派
な
’ｒ

供

き
ん
た
ち
を
育
成
す
る
と

い
う
こ
と
だ
と
い

】
て
は
ぱ
か
ら
な

い

と
思
う
．
そ
れ
に
は
や
は
り
教
育
の
賑

興
の
は
か
に
ぢ
法

が
あ
り
ま
せ
ん
．

さ
て
今
、
学
校
敦
介
の
こ
‘‐
で
質
問

か
あ

り
ま
し
た
か
、
危
険
皎
舎
に
っ

い

て

は
．
な
る
べ
く
？
く
．
町
の
財
政
と

に
ら
み
合
せ
て
改
築
す
べ
き
だ
‘一
弓
え

て

お
り
ま
す
．

同
雌
岶
助
に
つ
い
て
も
、
国

に
働
き

か
け
て
お
り
、
少
し
は
砲
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し

た
か
、
こ
れ
か
ら
も
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
．

杜
会
体
育

に
つ
い
て
も
奨
励

は
し
て

い
る
か
連
動
場

か
不
足
し
て
い
る
の

が

実
情
で
す
．
県

に
お

い
て
も
史
郎
省
“

交
渉
し
て
い
ま
す
か
、
上
地
は
高
く
ま

た
い
ろ
い
ろ
な
制
限
か
あ
り
、
寓
易
で

は
あ
り
ま
せ
ん
．
そ
し
て
そ
の
三
一

川

倍
近
く
を
町

か
負
担
す
る
よ
う
に
な
る

の
で
、
町
の
関
係
者
と
よ
く
相
談
し
て

こ
の
問
岨
に
収

り
組
み
、
県
も
で
き
る

だ
け
協
力
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
よ
亅福

祉
問
題

季

節
保
育
所
の
補
助
の
増
額

塚
野
目

佐
久
間

い
ち
氏（
6
4
）

農

業

当
町
で
ａ

、
健
繁
期
に
お
け
る
裝
業

労
働
力
確
保
の
た
め
、
町
内
Ｎ

、
所
で

今
節
保
育
所
を
開
設
し
、
夲
ｔ
度

．
じ

り
余
れ
の
児
嗷
を
収
容
、
￥
叫
．
べ
ｏ

日
に
わ
た
『

て
傑
介
を
行
っ
て
い
る
か

運
営
費
と
し
て
保
母
の
賃
金
を
は
じ
め

殆
ど・
町
費
で
支
弁
し
て

お
り
．
こ

れ
に

月

す
る
県
費
の
咄
助
は
叭
額
俸
か
ぺ
万

余
川

で
．
町
財
政
を
圧
迫
す
る
要
囚
の

．
つ
と
な

‘．
て
お
り
ま
す
．

つ
い
て
は

常
般
保
育
所
に
お
け

る
措
置
賢

の
よ
う

な
も
の
を
４
ヒ
て

い
た
だ
く
か
、
現
行

岫
肋
を
人
幅
に
増
細
す
る
な
ど
県
の
財

政
援
助
を
要

望
す
る
の
で
あ
り
ま
す
か
、



こ

の

こ

と

に

つ

い

て

知

事

さ

ん

の

考

え

を

伺

い

た

い

と

思

い

ま

す

．

知

事

季

節

保

育

所

で

．
番

の

問

題

は

補

助

の

こ

と

な

の

で

す

．

だ

い

た

い

に

お

い

て

、

市

町

Ｈ

で

季

節

保

育

所

を

開

設

す

る

鳩

合

に

は

県

や

国

は

、

実

綣

奨

励

と

い

う

よ

う

な

考

え

で

助

成

す

る

の

か

鳩

夲

で

あ

り

ま

す

．

現

在

県

内

で

は

季

節

保

介

所

か

百

八

十

匕

力

断

あ

り

、

県

の

哺

助

は

、

．

力

所

に

つ

き

一

日

六

″
．
円

、

そ

し

て

年

．
一

卜

日

の

計

算

で

出

さ

れ

て

い

ま

す

．

な

お

今

後

と

も

同

の

方

と

も

よ

く

鵬

し

合

っ

て

’い

き

た

い

‘・
’
７

え

て

お

り

ま

す

．

生
活
環
鏡
問
題

流
域
下
水
道
浄
化

セ
ン
タ
ー
設
置
に
つ
い
て

徳
江
　

引
地
　

孝
氏
一
5
1‐一

農

業

阿
武
隈
川
流
域
県
北
地
区
下

水
通
叶

肉
の
中
に
お
け
る
杵
末

処
理
場
か
叫
町

の
徳
江
川
峨

に
般
置
さ
れ
る
よ
う
に
聞
’

い
て
お
り
ま
す
。

処
理
鳩
の
候
補
地
に
Ｆ
定
さ
れ
る
徳

江
川
原

は
。
ち
町
の
及
優
良
裝
地
で
あ

り
し
か
も
町

の
ｔ

産
業
で
あ
る
費
蚕
業

の
吸
盤
を
な
す
桑
園
が
人
部
分
を
占
め

て

い
ま
す
。
こ

の
四
卜
町
嘶

に
心
ぷ
人

而
睛
の
優
良
農
地
を
処
理
場
の
敏
地
と

さ
れ
る
こ
と
は
．
森
江
野
地
区

だ
け
で

な
く
国
ｌ
町
全
休
の
腰
震
に
彰
・
″
す
る

こ
と
は
必
至
で
あ
り
ま
す
．
こ
れ
か
た

め
町
・
町
議
会
を
は
じ
め
関
係
住
民

・

諸
団
体
は
、
こ

ぞ
っ
て
処
理
場
股
置
に

反
Ｍ

運
動
を
展
開
中
で
あ
り
ま
す
．

二

力
よ
う
な
楠
勢
の
中

に
あ
っ
凡

夲
間
哂
に
吋
す
る
知
事
の
所
信
を
伺

い

た
い
．

知
事

ご
承
知
の
卜
’
う
に
阿
武
隈
川

は
夲
県
の
中
心
’乙

流
れ
仏
た
ち
の
生
活

を
潤
し
て
き
ま
し

た
．

』‐
こ
ろ
か
．
産
業
の
発
達
・
人
口
の

勦
中
化
・
県
尺
生
活
の
改
俾

に
よ

っ
て
．

ド
水
の
流
人
か
多
く
な
り
．
阿
武
限
川

力
水
貿
は
だ
ん
だ
ん
悪
化
し
て

ま
い
り

ま
し

た
．

し

た
が
っ
て
県
内
の
哦
要

な
河
川
で

あ
る
阿
武
隈
川
の
水
質
保
全
を
図

る
た

め
に
流
城
Ｆ

水
道

か
必
要
と
な
り
．
終

豕

処
理
場
を
ど
こ
か
に
作
ら
な
け

れ
ば

な
ら
な

い
の
で
す
．

こ
れ
か
ら
も
町
』一
県
北
直
破
Ｆ
水
道

促
進
協
議
食
な
ど
で
よ
く
相
談
し
て
い

き
た
い
と
思

い
ま
す
。

川
内

鈴
木
耕
治
氏
（
2
4
）

農

業

そ
れ
に
関
し
て
、
確
か
に
ど
こ
か
に

杵
末
処
理
鳩
は
必
要
だ
と
思
う
か
。
心

配
す
る
の
は
第
二
次
公
害
が
発
生
し
な

い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
処
理
場
の
周

辺
は
鳬
い
、
汚

い
な
ど
を
心
配
す
る
の

で
す
が
、
ど
う
町
え
て
い
ま
す
か
。

そ
し
て
ま
た
、
人
丈
大

だ
か
・
り
と
濱
っ

て
作
‐。
て
偶
発
的
に
嘔
故

か
起
き
た
喝

合
知
乍
き
ん
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
考
え

て

い
ら
っ
し
ゃ
る
か
、
お
聞
か
せ
下

さ

知
事

前

に
呶
家
品
川
に
あ
る
処
理

場
を
睨
察
し

た
こ
と
か
あ
る
が
。
こ
れ

は
実
に
立
派
で
終
末
処
理
場
は
こ
う
で

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思

い
ま
す
。
つ

ま
り
処
理
能
力

か
適
し
て
お
れ
ば
笊
ぎ

次
公
害
は
ま
ず
心
配
な
い
。

し
か
し
、
も
し
も
…
…
の
こ

と
は
原

Ｆ
力
発
竃
の
こ
と
か
例
に
あ
げ
ら
れ
ま

す

か
、
人
体
に
影
響

が
あ
る
よ
う
な
、

又
、
野
菜
や
畜
産
に
問
題

が
あ
る
よ
う

な
こ
と
は
な
い
．
た
だ
、
臓
械
だ
か
ら

故
障
は
あ
り
ま
す
か
、
こ
れ
か
人

き
く

宣
伝

さ
れ
て
い
る
．

私
も
責
任
者

の

．

人

と
し
て
．
も
し
し
県
民
の
鱠
嗔
に
害

か
あ
っ
た
り
、
支
障
が
ｔ

し
た
鳩
合
は

厳
然
と
し

た
立
場
で
鹿
除
す
る
信

念
を

持
っ
て

い
ま
す
．

そ
し
て
、
そ
う
い
う

こ
と
か
な

い
よ
う
に
監
督
し
な
く
て

は

な
ら
な
い
の
で
す
．

鈴

木

そ
う

い
う
こ
と
を
伺
っ
て
安

心
し
ま
し

た
．
と
同
時
に
、
大
部
分
か

福
鳥
市
で

あ
る
汚
水
を
国
見
町
に
も

．

て
き
て
処
理
し
な
く
て
も
よ
い
で
は
な

い
か
．
ど
こ

か
に
も
う

．
つ
作
れ

ば
よ

い
の
で
は
な
い
か
と

い
う
素
朴
な
疑
問

を
感
じ
た
の
で
す
か
…
……

知
事
　

こ

れ
は
小
さ
い
む
の
を
作
っ

て
は

だ
め
で
四
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
と

い
う

大
き
な
も
の
を
作
ら
な
け
れ
ぱ
な
ら
な

い
の
で
す
．

処
理

場
と
ａ

う
と
汚

い
よ

う
で
す
か
、
上
の
方
の
途
中

の
た
れ
流

し
が
汚
い
の
で
あ
っ
て
終
末
処
理
場
は
、

大
変
き
れ

い
で
す
．

土
木
問
題

都
市
計
画
市
街
化
区
域
の
変
更

小
坂

佐
藤
元
一
氏
（
7
1
）

農

業

東
北
高
迎
自
助
嗔
遺
国
見
イ
ン
タ
ー

千

エ
ン

ジ
の
設
！
に
よ
り
、
国
見
町
｀

産
業
活
動
に
発
展
的
な
変
革

が
予
想
さ

れ
ま
す
。
国
見
町
を
通
遇
す
る
自
動
嗔

遺
の
用
地
・
Ｉ
Ｃ
建
般
用
地
・
サ
ー

ピ

Ｘ
エ
リ

ヤ
建
般
用
地
な
ど
六
ト

ヘ
ｙ

夕

Ｉ

ル
を
超
え
る
奥
地
、
そ
の
他
の
Ｌ
地

か
潰

れ
た
関
係

か
气

義
業
を
上
体
と

す
る
国
Ｕ
’町

の
将
来
展
９

と
し
て

。
国

見
イ
ン
デ
ー
チ
ェ

ン
ジ
の
も
つ
機
能

心

効
果
あ
る
開
発
を
め
あ
て
と
し
て
考
え

る
と
き
．
農
裳
振
興
整
備
計
画
と
酩
酊

計
画
樫
哨
嘔
鍵
を
布
畷
的
に
進
覩
さ
せ

る
た
め
．
現
市
街
化
区
域
を
広
げ
．
農

業
閥
連
公
具
施
設
整
傭
を
Ｍ
る
ぺ
く
市



伽
化
Ｋ
城
の
拡
張
見
直
し

に
つ
い
て
知

寥
の
断
見
を
承
り
た
い
．

知

事

都
巾
計
両

の
橡
引
き
の
見
直

し
に
つ
い
て
賈
閥
あ
り
ま
し
た
か
．
基

礎
躙
査
を
四
卜
儿
年
度

に
実
晧
し
．
現

祐
．
Ｋ（
休
的
な
見
直
し
作
業
を
進
め
て

お
り
ま
す
．
そ
の
方
針
と

い
た
し
ま
し

て
は
．
国
の
み
で
は
．
公
共
的
色
彩
の

強
い
嘔
乖

心
ｆ

定
さ
れ
る
川
地
な
ど
を

新

た
に
小
街
化
Ｋ
城

に
す
る
こ
と
と
し

ま
し
气

１１
’

直
し
の
必
嬰
を
最

少
限
に

止

め
よ
う

い
う
よ
う
な
七
義
で
あ
り
ま

す
．
し
か
し
な
か
・
ら
都
心
計
向
９
搨
計

．画

や
、
奬
窺
振
舛
整
愉
叶
画
あ
る
い
は
、

国
見
町
の
从
夲
構
想
を
卜
分
に
検
討
Ｌ

ま
し
て
楾
引
き
し
た
い
と
考
え
て

い
ま

す
．
特
に
イ
ン
タ
ー
チ

ク
／
．『’
川
辺
の

計
叫
に
つ
き
ま
し
て

は
関
係
機
関
と
よ

く
連
繍
調
整
を
図
っ
て
検
討
し
て
杣

談

し
て

い
き
ま
す
．

そ
れ
か
ら
小

収
峠
ま
で
の
舗
装
の
件

で
す
か
、
Ｅａ
卜

．
年
度
に
公
典
事
業
と

し
て
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
．

県
道
藤
田
停
車
場
小
坂
線
の
　

改
良
促
進
に
つ
い
て

安

藤

良

一

氏

一
４９

農

業

嗷
北
高
姓
自
動
中
道
川
見
Ｉ
Ｃ
の
建

設
に
よ
り
現
県
道
の
付
裃
工
小

か
進
め

ら
れ
．
完
成

の
段
階
で
現
県
道
は
町
に

移
管
さ
れ
る
も
の
と
推
察

い
た
し
ま
す
．

本
通
は
地
域
住
民
の
ｔ
活
這
で
あ
り

通
学
通
勤
の
道
路
で
あ
る
こ
と

か
ら
、

陶
溝
の
二
而
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
路
面
の

舗
装
餓
備
を
し
て
町
に
引
渡
さ
れ
る
よ

う
住
民
挙
げ
て
強
く
要
望
す
る
も
の
で

あ
る
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
知
事
の

所
見
を
お
聞

か
せ
ド
さ
い
。

知
事

ご
承
知
の
よ

う
に
倒
見
イ

ン

タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
の
関
連
の
付
詐
な
ど
．

こ
れ
は
だ
い
た
い
五
十
三
年
三
月
に
は

完
成

い
た
し
た
い
と
思

い
工
本
を
進
め

て
い
ま
す
・
　

．

お
臨

の
ご
ざ

い
ま
し
た
県
遊
は
’１
ン

タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
の
出
恥

た
後
に
は
町

に

移
管
す

る
考
え
は
お
話
の
と
お
り
で
ご

ざ
い
ま
す
．
か
．
こ
わ
れ
た
ま
ま
で
町

に
仏
竹
し
よ
う
と
は
思
コ
・
’

い
ま
せ
ん
．

付
腔
と
吋
じ
く
全
而
舗
装
を
し
て
お
返

し
Ｌ

た
い
芦‐
町

え
て

い
ま
す
．

普
蔵
川

の
改
良
促
進
に
つ
い
て

塚
野
目

佐
久
関
直
次
氏（
6
7
）

農

集

瞥
藏
川
は
平
水

と
洪
水
水
位

に
大
き

な
変
鋤

か
あ
り
度

々
の
洪
水
で
砂

れ
き

買
土
の
こ
と
か
ら
非
富
に
荒
れ
て

い
る

川
沿

は
農
地

が
大
部
分
で
あ
り
、
そ
の

中

に
集
落
か
点
在
し
て

い
る
、
大
正
中

朋

の
虞
水
で
。
淑
田
部
落
は
泥
沼
と
な

『

た
大
き
な
災

害
を
受
け
た
嘔
例
も
あ

り
、
故
っ
て
お
け
な

い
川
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。
毎
年
度
県
単
事
業
で
こ
卜
‥
い

程
度
の
改
善
工

事
が
碯
行
さ
れ
て

い
る

状
態
で
あ
る
の
で
関
係
住
尺

は
一
口
も

早

く
完
成
を
然
９
し
て
い
る
の
で
、
改

良
工
嘔
促
進
の
咄
畩
に
つ
い
て
知
乍
の

考
え
を
お
尋
ね
し

た
い
。。

知
事

叫
卜

．
年
度

の
洪
水
で
災
古

が
起
こ
り
、
県

に
お
い
て
四
ト
ー一
年
の

三
月
、
砂
防
橋
定
地
域
と
し
て
普
藏
川

改

修

を

行

っ

て

ま

い

り

ま

し

た

．

光

鮫

ご

承

知

の

‘
１一
お

り

、

砂

防

施

設

を

行

ご

”
川

の

波

路

満

を

含

む

公

破

嘔

業

と

し

て

槻

算

六

／

１

ト

ル

の

護

岸

工

亊

か

完

了

し

て

い

ま

大

残

り

い日
凡

卜

八

米

の

地

区

に

付

き

ま

し

て

は

危

険

な

場

所

か

ら

哺

充

的

に

改

良

と

い

う

よ

う

な

考

え

方

を

し

て

お

り

１

す

．

今

後

ら

改

修

を

進

め

て

行

く

考

え

で

ｔ

鉄

砲

収

で

沈

き

れ

た

河

川

の

問

題

に

つ

い
て

は

、

よ

く

技

術

者

に

調

査

を

芍

心

ま

し

て

胯

処

し

て

ま

い

り

た

い

と

思

い

ま

ｔ

町

長
　

ま

だ

ま

だ

お

臨

Ｌ

た

い

こ

‘・

が

あ

る

‘
・
思

い

ま

す

が

．

時

間

の

都
へ
‥

も

あ

り

こ

れ

で

終

り

た

い

と

思

い

ま

大

籬

接

に

知

嘔

さ

ん

の

方

か

ら

ひ

と

こ

と

お

噸

い

し

ま

す

．

知

事

き

よ

Ｉり

は

み

な

Ｓ
‐
ま

お

嶐

ま

り

噸

い

ま

し

て

．

い

ろ

い

ろ

な

問

題

に

つ

い
て

い

ろ

い

ろ

な

観

点

か

ら

お

話

を

叫

り

誠

に

あ

り

か

と

と

Ｉ
ぎ

い

ま

し

た

、

し

か

Ｌ

な

が

ら

み

な

さ

ま

の

ご

質

問

に

月

１

る

答

レ
ー
ー
う

．

何

か

ｔ

う

少

し

叫

縷

な

い

い

な

嘔

を

し

て

も

い

い

ん

じ

ぐ

な

い

か

と

思

う

な

か

あ

る

か

む

知

れ

１

せ

ん

．

か

、

こ

こ

に

参

る

の

か

．
．
峻

め

で

す

が

．

四

卜

こ

年

に

約

束

し

た

‘｛

ｋ
一

は
一

江

・

十

八

人

か
・
り

．
．
卜

・

の

質

問

｝

全

部

梁

た

し

て

お

り

ま

す

．

今

す

ぐ

で

丶

’
る

問

題

と

そ

・・

で

な

い

問

題

か

ご

ざ

い

ま

す

．

し

か

し

．

み

な

き

ま

か

．
体

何

を

考

え

．

ど

う

い

う

ふ

が

な

こ

と

を

や

っ

て

も

ら

い

た

い

か

を

は
迎
し
て
、
で
き
る
だ
け
要
留
に
か
な

う
よ
う
に
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

お
忙
し
い
と
こ
ろ
あ
り
か
と
・
乙
一
ざ

い
ま
し
た
。

編
集
部
よ
り

養
繁
闡
の
せ
い
ら
あ
っ
て
出
妃
は
に

‐．Ｊ
か
っ
た
か
、
敏
柊
的
に
は
ほ
』
え

ど

満
席
と
な
り
熱

の
こ
む
っ
た
．
．時
間
で

し
た
．

知
嘔
も
、
畤
に
は
瞋
し

い
顏
で

畤
に
は
冗
談
も
牋

ぴ
出
し
、
な
ｒ

や
か

な
嘩
囲
気
の
中
で
終
り
ま
し
勺

内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
紙
面
の
柵

‥`

Ｌ
、

．
郎
割
愛

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
・一
と
を
お
こ
と
わ
り
巾
し
ｈ
げ
ま
ｔ
。

司会を担当した佐魯町長



町
の
し
く
み

税
務
課

町
は
．
わ
た
し
た
ち
の
日
鴨
生
活
に

閏
係
の
陬
い
身
近
な
い
ろ
い
ろ
な
仕
事

た
と
え
ぱ
、
．戸
睹
や
住
民
衂
夲
台
帳
へ

の
紀
録
．
ご
み
・
し
尿
処
理
、
痢
気
の

予
防
な
ど
の
保
健
衛
塰
、
小
・
中
学
校

の
学
校
教
丹
．
公
民
館
な
ど
の
社
会
教

育
、
遠
路
な
ど
の
新
設
や
改
良
・
舗
装
、

あ
る
い
は
町
営
健
宅
の
建
設
な
ど
を
行

っ
て

い
ま
す
．

こ
の
よ
う
な
仕
嘔
に
必

要
な
経
賢
を
ま
か
な
・
１
た
め
の
財
徴
の

中
心
を
な
す
も
の
が
、
「

町
税

」
で
す
．

で
す
か
ら
町
税

は
、
わ
た
し

た
ち
か

生
活
の
安
定
と
向
Ｌ
を
願
う
か
ぎ
り
ど

う
し
て
も
負
担
し

な
け
れ
ば
な
ら
な

い

挂
食
玖
滷
の
経
費
で
あ
る
と
い
え
ま
す
．

こ
の
町
税
の
課
税
と
収
納
が
税
務
４

の
化
事
で
あ
り
、
參
務
室
入
・凵
に
課
挺

ほ
か
八
名
か
顏
を
そ
ろ
え
て
い
ま
す
．

晩
務
桝
と
か
棍
務
瘴
と
い
Ｉ？
‐・
．

と
か

く
敬
遠
さ

れ
．
こ
お
い
人
ば
か
り
か
と

思
う
と
．
さ
に
あ
ら
ず
、
こ
こ
は
心

や

さ
し
き
ぺ

ば
か
り
、
し

か
む
平

均
年
齢

二
八
・
五

歳
と
若

さ
に
あ
ふ
れ
て

い
ま

す
．機

構
は
、
夲
務
処
理
の
責
任

と
明
確

を
期
す
る
た
め
に
、
賦
課
・
徹
収
・
固

定
資
産
の
三

係
か
ゐ
り
ま
す
か
．
各
係

か
常

に

．
体
と
な
っ
て
能
率
的
に
嘔
務

を
執
行
し
て
い
ま
す
．

昭
和
四
卜
九
年
度
決
算
に
よ
る
悦
秘

職
Ｍ

．
人
当
り
の
税

収
は
、
一
鰻
町
税

．
Ｆ

六
ａ

＝
不

五
万
八
ｆ
円
、
国
傑
税

九
百
ハ

ト
三
万
八

千
円
、
合
わ
せ
て
二

Ｆ

六
百
卜
九
万

六
千
円
と
な
っ
て
お
り

ま
す
か
．
町
尺

心
み
な
さ
ん
の
深
い
理

解
と
納
悦
組
合
の
協
力

に
よ
っ
て
、
全

脱
目

に
わ
た
っ
て
ほ
と
ん
ど
完
納
と
い

・
１
好
成
績
を
雛
持
し
て

お
り
ま
す
．
不

況
ム
ー
ド
の
な
か
に
あ
っ
て
自
主
財
源

の
確
保
に
は
か
な
り
き
び
し

い
し
の
か

あ
り
ま
す

か
・
‘

公
平

な
そ
し
て
適
正

な

課
税
を
目
標
に
、
よ
り
一
層
町
尺
よ
り

『
Ⅲ
幀
さ
れ
る
税
筋
行
政

』
の
た
め
に
け

ん
侖
の
努
力
を
し
て

お
り
ま
す
．

テ

レ

ビ
「

メ
イ
コ

の

く
ら
し

と
税
金

」
の

放
送
に
つ

い
て

こ

の
番
組
は
卜
月

か
ら
明
年
三
月

ま
で
毎
週
土
曜
日
．
乍
前
ト

ー
畤
卜

五

分
か
ら
卜
五
分
間

鴣
島
テ
レ
ビ
で

放

送

さ

れ

ま

す

．

］
こ

の
１

組

は

、

Ｕ

常

生

活

に

関

係

喋

い

蜒

の
知

識

や

脱

金

の

使

わ

れ

か

た

な

ど

を

分

か

り

柄
く

解

明

し

た
も

の

で
す

Ｊ

「

税
を
知

る
週
間

」
が
鰌
ま

り
ま

す

・・・
ト

ー
月
卜

．
日
か
ら
卜
七
口
ま
で
…

●
主
な
行
嘔

◆
国
税
局
及

ぴ
税
務
署
の
幹
部
か
、
新

闘
や
テ
レ
ビ
の
座
談
会

に
出
席
し
て
．

税
務
行
政
の
現
状
を
説
明
す
る
ほ
か
、

同
民
の
み
な
さ
ん
と
話
し
あ
う
座
談
会

を
開
Ｉ

す
る
．

◆
税
務
署
に
お
け
る
税
筋
相
談
体
制
の

拡
充
と
．
各
地
に
巡
回
、
又
は
叫
時
の

税
務
相
談
所
を
開
設
し
气

税
に
つ
い

て
の

い
ろ
い
ろ
な
相
談
を
お
受
け
す
る
．

◆
学
生
や
一
般
の
方
々
を
対
象
と
し
た

税
務

献
　
卜

金
教
室

の
閧
４
．
及

び
全
国
各
地
の
デ
パ
ー
ト
等
で
税
に
関

す
る
資
料
艇
を
開
催
す
る
な
ど
７
幅
広

い
行
事
を
予
定
’し
て
お
り
ま
す
．

ま
た
、
税
理
七
会
・
日
本
悦
務
協
会

・
青
色
申
告
分
・
法
ぺ
会
‐
間
晩
協
力

会
・
納
税
貯
蓄
机
合
・
商
工
会
議
所
・

商
工
会
岑
の
尺
間
団
体
に
お
い
て
も
．

「
税
を
知
る
週
間
」
の
協
餓
行
乍
と
し

气

４
演
公
・
悦
法
説
明
会
・
座
談
食

な
ど
宍
各
裃
行
事
か
・予
定
さ
れ
て

い
ま

す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
積
極
的

な
参
加

を
お
侍

ち
し
て
お
り
ま
す
．

国見史 跡めぐり
⑳題字は佐 藤町 長

石 母 田 城 跡

石

雌
田
破
跡
は
．

閥
見
町

の
代
表
的

な
城｛

鉈
‘
跨
の

Ｉ

り
に
数
え
乢

れ
る

も
の
で
、
そ
の
規

膜
は
而
抽
約
瓜
町

φ
ほ
ど
あ
り
、
ｆ

城
と
し
て
は
山
崎

城
跡
に
次
ぐ
む
の

で
あ
る
．
本
丸
と

お
ぼ
し
き
『
鯨
の

内
』
と
、
こ
の
東

に
横
町
、
鹵
に
笂

町

な

ど

か

あ

り

、

こ

れ

を

川

む

よ

う

に

し

て

外

堀

か

め

ぐ

ら

き

れ

ご

鹵
爾

の
嘸

の
外

は

。
士
居

の

か
げ

」

と

い
わ

れ
て

い
そ

こ

れ

ら

の

内

に

そ

れ

ぞ

れ

家

臣

が
住
ん
で
い
た
‘
。思
わ
れ
、
さ
な

が
ら
破
下
町
を
形
成
し
て
い
た
と
ａ

え
る
。
人
ｆ
門

は
東
剽
に
あ
Ｉ‐。
た
ら

し
く
輻
の
広
い
内
嬾
の
巾
に
島

か
あ

り
、
こ
こ
に
僑
を

か
け
る
こ
卜・
に
よ

。。
て
本
丸

と
外
部

か
つ
な
か
り
を
も

っ
て

い
た
と
参
え
ら

れ
る
。
夲
九
の

川
側
に
も
髦
か
あ

り
、
そ
の
向
こ
う

に
か
な
り
広
い
鳥
状
の
も
の
か
あ
り
、

こ
こ
に
は
仲
杜

か
寺
院

が
あ
ヽ
た
形

跡

か
あ
る
。
島

の
ま
わ
り
の
堀

は
理

め
た
て
ら
れ
て

い
る
の
で
そ
の
面
影

を
」
の
ぷ
こ
と
は
出
家
な
い
か

卜
百

毋

出
石
」
な
る
伝
説
を
も
ヽ
た
石
か

あ
っ
た
と
の
こ
と
で

あ
る
。
内
側
の

堀

心

。
部
は
水
Ⅲ
、

。
郎
は
酉
眼
埴

に
そ
れ
ぞ
れ
利
用

さ
れ
て

い
る
、
北

鯛
の
槻
も
西
眼
順

に
な
ご
・・
い
る
。

ｈ
母
ｍ

氏
か
い
つ
頃
こ
の
地
に
入

り
た
か
は
知
り
得

な
い
か
。
‐‐
匹
巳
叭

代
磧
參
に
な
る
と
か
な
り
瓜
要

な
地

位
に
あ
っ
た
こ
と
が
文
霈
に
表
わ
れ

て
く
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
住
み
つ

い
た
の
は

か
な
り
占

い
も
の
と
’ｒ

恕

さ
れ
る
。

。
族
は
何
流
か
に
別
れ
。

本
宗

を
い
ず
れ
と
決

め
か
ね
る
か
。

最
終
的

に
城
主
と
な
っ
た
の
は
む
毋

Ⅲ
安
川
守
允
幀
系
統

で
あ
る
・
ｈ
し
い
。

行
毋
Ⅲ
氏

の
氏
神
は
知
り
叫
な
い
か
、

青
提
￥

は
「
福
現
存

」
ｉ

剥
亡

で

あ
っ
た
ら
し
く
。
陳
、
肖
城
県
高
清

水
町
に
移
っ

た
と
い
わ
れ
て

い
る
。

（内 槻 の 跡 ）



琴
の
調

べ
で

心

ゆ
た

か
に

…
…
…
。

国
見
宮
城
会

今
年
は
．
人
正
・
昭
和
の
Ｈ
本
官
楽

界
に
人

き
な
乖
績
を
力
こ
し
．
現
代
邦

衆
に
輝
か
し

い
基
盤
を
築
か
れ
た
不
世

出
の
天
ｔ

箏
曲
家
ご

呂
城
逎
雄
先
生
力

ｔ

誕
ハ
ト

．
周
年
に
あ
た
り
ま
ず
．

私

拠
同
阯
宮
峨
会
は
．
肖
妓
完
生
の
の
こ

さ
れ
た
す
ぱ
ら
し

い
晞
楽
を
£
し
く
そ

け
継
ぎ
広
く
こ
の
地
ぢ
に
ひ
ろ
め
よ
う

と
昭
和
四
卜
￥

か
ら
お
琴
教
窄
を
闘
き

ま
し

た
お
り

い
こ
は
週

に

。
回
、
会
ｔ

宅
で

田

　
Ｇ

　
。
　
１

を
指
４
し
て

お

り
ま
す
。
会
Ｒ

の
年
齢
・層
も
幡
広
く
、

現
在
小
学
ｔ

か
ら
し
卜
歳
の
ぢ
ま
で
人

会
し
て

い
Ｉ

す
か
、
あ
ま
り
年
齢
を
憲

廠
し
な

い
で
．
自
分
の
・好
き
な

お
琴
の
直
を
た
の
し
み
な
か
ら

．
ｔ

け
ん
命
に
や
Ｉご
’‘
お
り
ま

弋

特
に
Ｉ

ト
ど
も
に
ｆ

力
か

か
ら
な
く
な
・．
だ
囀
瞞
り
が
多

く
人
食
し
て
い
ま
す
．
よ
く
４

な
曄

か
ら
、
お
琴

ご
Ｉヽ
し
す
か

し

い
ん
で
し
Ｉ
う
、
阯
ら
に
は

禄
か
４

い
み
た
い
ね
、
な
μ
‘レ
‘

甘
わ
れ
る
二
と
か
あ
り
ま
す
が

今
は
諧
夲
か
あ
り
ま
才
力
で
．

簡
欒

に
Ｆ

ほ
ど
き
か
ら
抵
抗

か

な
く
入
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま

ｔ
在
楽
は
人
の
和
を

つ
く
る
レ
ー

片
わ
れ
ま
す
．
こ
の
会
で
は
お

琴
を
Ｉ通
じ
て
、
会
Ｈ
相
互
の
親

睦
を
深
め
る
Ｉ’ｉ

を
常
に
モ

ヴ
ト
ー
と

し
て
お
り
ま
す
。

催
し
も
の
と
。し
て
は
、
新
年
に
斬
存

お
ひ
き
ぞ
め
会

。
成
人
式

に
は
お
祝
い

の
演
奏
な
ど
の
は
か
、
秋
の
文
化
祭
に

も
出
演
さ
せ
て

い
た
だ

‘い
て
お

り
ま
す
。

そ
し
て
、
常

に
新
一
こ

現
代
晞
楽
に

お
く
れ
な
い
上
う
本
部
穴
城（
ｔ

．連
絡

を
持
ち
、
叫
三
曲
連
盟
に
も
加
盟
、
こ

れ
か
ら
も
お
竿

。
筋
に
地
み
充
実

―
）た

会
に
介

て
た
い
と
会
Ｈ
と
も
ど
も
張
切

・－
て
お
り
ま
ｔ
．
み
な
睇
も
め
ま
ぐ
る

し

い
肚
扣

の
中
で
ひ
ｔ

と
き
で
も
日
本

占
淞
の
伝
統
良
楽
で
あ
る
琴
力
調

べ
に

町
を
傾
け
て

み
て
ほ

い
か
が
で
し
Ｉ
‘一

か
。

倒
阯
宮
城
免

会
乍

。二
瓶
扣
Ｔ

ｉ

こ
０
。‐し

う

有放からも

通じます

火 災１１９

警 察１１０

10 月 ！かんなづ き ）

ｰ 7 日　● |･三夜　 ●貯蓄の Ｕ

１８Ｈ　 ●統計 のH

23日　 ◆  信 電話記 念日

24［1　 ●霜降　･  国 連の11

26日　 ●l京子 力の 日　 －

27H　 ●読 書週 間

11月｛ し も-j き１

｝日　 ●教育 文化週 間

●燈 六記念 日

３日　 文化 の11

8 日　 ●］ヽX冬

９日　 ● 太鵬 暦採 用記念 日

11H　 ● －の酉

●世 界平和 記含Ｈ

｛ ノ　 モ１

践 暑 も終 り． まだ寒さ には間

のあ る このごろ， 狄の伐長 を燈

火sこ親しみ． や がてや-j てくる

冬物 のつ くろいや 編勧 な 叭 おf･

さ乂に とって も， 今 か勉軸に

取･J く む絶 好の 季節で す．

27H から 醜書肖 間です.

ふ だんい そがＬ くて新闘 もろ く

に畿め ない といｊ お母さ んかた

も． 二の機 会に おr･ さ んに”jき

合 一jて4111jl読み 切れな か-j た新

聞 を まとめ て読み 返し た･j. 匕-J

く ’Jまと まっ た夲を読 んでみ

ましｊ う.

空
き
カ
ン
ポ
イ
は

や
め
ま
し
ょ
う

お
し

ら

せ

詩

吟
教

室
に

ど
う

ぞ

詩
吟
教
室
を
昭
和
五
十
年
十
二
月
一

日
よ
り
碪
祉

セ
ン
タ
ー
。て
始
め
ま
す
。

ど
な
た
。て
も

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。



歩

け歩

け大

会 10月10日

狄
哺
に
鬯
ま
れ
た
卜
ｎ

卜
Ｈ
休
肓
の

日

は
『
帛
．の
Ｉ細
直
り
い
ゆ
い
人（
戸

で

し

た
．

ご
刀
大
会
は
．
・日
然
に
攬
し
み

一

か
ＩＱ
畦
嗔
．つ
く
り
な
．≒

恣
跨
に
接

し
て
ｎ

ぐ
Ｉし
の
ぼ
う
と
．
呎
公
尺
館
レ
’

休
育
は
公

に
．
二

て
催
ｔ
．ｎ
ｔ
し

た

ま

た
、
ｙ

ｌ
；

か
’ら
り
話

か
ｔ

ｊ
れ

心
の
交
流
を
深
め
Ｉ
Ｌ

当

日

は

．

卜

け

田

’
＆

．汢

野

・

人

木

冖

の

．
二
地

区

か
・
ｙ

癶

に

喩

ヽ
．・
出

Ｌ

て

あ

っ

か

し

山

の

ふ

も

と

で

合

流

、

一

路

ｍ

Ｌ

ま

で

杓

こ

時

川

、

ｈ

キ

ロ

ク

汀

眤

で

し

た
　

参

加

し

た

人

は

小

さ

い
ｆ

ど

も

か

．ら
お

年

寄

り

ま

で

．

予

恕

を

は

る

か

に

卜

ま

わ

る
一
二
百

ハ

ト

人

に

の

ほ

り

関

係

矜

し

う

れ

し

い

悲

叫

で

し

た

．

●１ あ． もう 少 しで す よ

おにぎりの味は

また格別

｀
こ
ん
な
に
水

か
お
い

し

い
と
に

’・
ゴ
フ
ゴ
冫

一

山

禎

じ

ラ

ッ

ーーＺ

．‘
な

み

秋

秋
ほ
ど
多
く
の

形
容
胸
の
つ

く
季
節
は

あ
り
ま
せ
ん

。
ス
ポ
ー
ツ

の
秋
・
芸
術
の
秋
・
読
書

の
秋
・
味
覚
の
秋
…
…
…
。

。球

技

大

会

の

成

績

発

表
”

◇
町
民
球
技
大
会
（
９
月
2
4
日
）

ソ
フ
ト
ポ
ー
ル

ｏ

壮
午

優
勝
１
宮
町
Ａ
　

二

位
ｉ
火

町
北

三
位
丿
肖
町
Ｂ
・
錦
町

ｏ

一
般

倹
勝
－

滝
川
　

．
．位
－

森
山

内

．二
位
－

徳
江
北
・
ｕ

ｍ

↑
象

廐
パ
レ
’
．
ボ
ー
ル

ｏ

優
勝
―｛
Ｍ
町

．
．
位
―
神
川

．こ
に

Ｉ
山
崎

廴
内
大
技

◇
職
場
対
抗
琢
技
大
会
（
1
0月
５
日
）

ソ
フ
ト
ポ
ー
ル

ー
巾
．大
の
た
め
延
闡
－

家
庭

バ
レ
ー
ポ
ー
ル

ｏ
優
勝
｜

川
口
’

電
．Ｌ

こ
位
－

公
１
４

Ⅲ
応
院

一
．一
位
ｌ
役
鳩

「
読
書
会
」
へ
の

お
さ
そ
い

‥
毋
Ｍ

．
川

．

月

末

力

豕

叩

日

力

戍

、

柚

拑

セ

ン

タ

．

で

き

气
・
や

か

に

ｈ

。
て

お

り

ま

し

た

読

跨

会

ら

、

冫

‐
よ

Ｉ

辷

￥

卮

く

な

り

１

し

た
Ｉ

ヘ
’
ま

で

は

読

夕
‥

の

蓼

本

じ

っ

い

て

学

人

で

丶
・
ｔ

し

た

か

卜

月

例

会

よ

り

．

竃

の

問

岨

を

７
１

マ

に

Ｉ
・
ぽ

り

．

少

し

叫

川

を

か

け

て

家

叺

制

度

や

そ

力

人

間

関

係

な

ど

、

自

分

た

ら

の

身

の

ま

わ

り

の

問

題

と

川
‐
ら

し
へ
１１

わ

せ

４

か
・
り

１‐
島

崎

陣

Ｈ

｀

力

「

玄

｀

ヤ

ア

キ

ス

ト

に

し

て

乱

ん

で

り

・
Ｉ

ニ

ー

に

な

り

！

し

た

４

師

は

．

柚

島

人

幸

助

教

授

Ｈ

卜

直

乱

瓦

生

”‐
』
１
　

・
・
力

随

公

に

ひ

レ
’
り

て

ら

多

；

力

㈲
へ

矜

心
’
お

待

し

１
‐
て

お

り

こ

れ

か

こ

Ｉ

キ

タ
、
―

ぐ
・
註

七

い

た

し

ま

亅

の

で

’
＆

９

力

な

り

申

し

込

λ

で

下

｝．・
い
　

乙

お

公

叫

は

り

．
酊

川

で

十

午

萌

納

制

て

亅
　

－

心

乱

で

ど

う

ぞ
Ｉ

人

字

山

崎

乍

訓

Ⅲ
1
0
の

９

内

池

和

ｒ

‐、
魯

３

３

２
9

一

穢

暘

叫

秡

零

町

ぺ

．ｙ

ｌ
ｒ

Ｉ

４

ご

漫

卜
‐

’
り

川

―
ｌ
ｒ

１

Ｉ

厶



赤
い
羽
根

募
金
始
ま
る

今
午
も
お
な
じ
み
の
赤
い
羽
根
共
同

募
命
迷
動
か
始
ま
り
ま
し
气

明
る
く

住
み
よ
い
町
づ
く
り
と
．
不
幸
な
人
た

ち
の
た
め
に
役
立
て
よ
う
と
昭
和
二
十

二
年
か
ら
始
め
ら
れ
た
も
の
で
す
．

町
長
も
自
ら
伽
贖
に
立
っ
て
募
金
を

呼
ぴ
か
け
ま
し
た
．
な
お
共
同
募
金
は

十
二
月
ま
で
続
け
ら
れ
ま
す
．

１伽節に立っ佐藤町艇

本

番 町
の
中
か
ら
秋
の
行
事
の

い
く
つ
か
を
ひ
ろ
つ
て

み
ま
し
た
。
　

Ｌ

秋をいろどる‥‥

国 見 町 文 化 祭

深まりつつある秋には，芸術文化を鑑賞し， またみんな

で参加しましＪ似 主催は，町文化団体連繍協議会・町教

育委員会・町分民館です。

行　亊　名 � 内　　 容 � 日　　時

若人の祭典 �

』 習会・映両 会・４ 年の 主張I'

兄表) ． おしゃべりパ･･テ ，.，゙ i

暦l匝ﾔ 創 展示) ｒﾝｽ､ 刀ど自慢 �10

月26 日 旧 )　　9:00
～ZI : 30

軽
音楽と

ジャズのタベ �
演奏と　　

ダンスパーティー �10
月26口　18:00

～21 : 30

展 示 会 �
咆函・霈・写真・盆栽・菊花 ’生花1

唱 り糾J・μ晒 ・陶Ｓ・彫曩Ｔ冫l

埋蔵文1鴟4・児璽土徒の布品・篤他 �11

月２口㈲・３日
㈲9:00 ～17:00

茶　　 会 �お茶の1ヽ ただき方を　
ご指導します �

１１月２日汨）　11:00
～15 : 00

芸能発表会 �
吟 詠・民謡 ・箏曲・ 舞隲・

コーラλ,軽宵一楽,アトラクｚ ，ン �11
月9  日　10:00

～16:00

子 供 劇 鳩 �影絵
・人形劇・

パントッ イム・ その他 �12
月４日鬩　10:00

～12 : 00

九
月
七
日
午
駒
六
吟
、
総
勢
一
五
名

を
乗
せ
た
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
か
米
沢
市
の

白
布
高
湯
に
向
け
て
橸
祉
セ
ン
タ
ー
前

を
出
発
し
た
。
八
時
前
に
白
布
鳩
元
駅

に
着
い
た
。
空

は
快
晴
。
そ
こ
か
ら
口

Ｉ

プ
ウ
ェ
イ
と
三
本
の
リ
フ
ト
を
乗
り

次
ぎ
標
高
一
八
一
ハ

メ
ー
ト
ル
の
第
三

リ
フ
ト
の
終
点

に
翦
く
。
さ
あ
、
い
よ

い
よ
歩
き
始

め
る
。
針
集
樹
の
間
を
ぬ

ぐ
っ
て
約
三
十
分
で
前
方
に
視
界
か
開

け
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
石
か
現
わ
れ
る
。

人
形
石
だ
。

人
形
石
か
ら
稜
線
を
下

る
と
小
さ
な

災
し

い
池
か
散
在
す
る
「
い
ろ
は
池
」

と
呼

ば
れ
る
と
’こ
ろ
か
あ
り
、
そ
し
て

鵬
十
郎
の
湿
原
地
帯
へ
入
っ
て
行
く
。

空

は
跨
く
澄
み
わ
た
り
、
吹
き
抜
け
る

風

は
さ
わ
や
か
で
も
う
秋
か
色

づ
い
て

い
る
。
尾
瀬
を
思
わ
せ
る
木
遭
か
藤

十

郎

か
ら
弥
兵
衛
甲
（
や
へ
い
だ
い
ら
）

ま
で
続
き
．
ま
わ
り
に
は
エ
ゾ
リ
ン
ド

ウ
か
清
楚
｛

せ
い
そ

｝
な
姿
を
見
せ
．

コ
ヶ
モ
モ
．
チ

ン
グ
ル
マ
の
実
、
コ

バ

イ

ケ
イ
ソ
ウ
…
……
そ
の
他
名
も
知

ら
な

い
た
く
さ
ん
の
高
山
植
物
の
町
憐
｛

か

れ
ん

｝
な
姿
に
思
わ
ず
足
を
ｉ

め
て
見

入
っ
て
し
ま
う
．

弥
兵
衛
平

の
終
り
で
道
か
別

れ
、
左

は
明
月
荘
を
経
て
滑
川
へ
、
私
た
ら
は

右
へ
．
東
大
巓
（
ひ
か
し
だ
い
て
ん

）

の
ピ
ー
ク
を
巷

い
て
や
が
て
針

葉
樹
帯

へ
入
っ
て
行
く
．
昭
元
山
（
一
八
九
二

・
六
Ｕ
）
を
遇
ぎ
た
頃
か
ら
雲
か
広
が
り

空
贖
様
か
あ
や
し
く
な
っ
て
き
た
．
や

が
て
左
に
鏡
招
と
呼

ば
れ
る
小

池
を
見
．

こ
こ
で
昼
食
と
す
る
．
腰
を
落
ち
つ
け

お
に
ぎ
り
を
食

べ
始

め
た
と
こ
ろ
で
、

大

粒
の
雨
か
一
気

に
落
ち
て
き
た
．
何

と
う

ら
め
し
い
に
わ
か
爾
…
…
…
．
昼
食

ら
そ
こ
そ
こ
に
阿
ぴ
深

い
針
葉
樹
林
の

原
生
林

の
巾
を
歩
き
始

め
る
．

鳥
帽
子
山
（
え
ぼ
し

や
ま

）
か
ら
二

セ
鳥
帽
子
・
兵
于
（

ひ
よ
了

氛

そ
し

て
凍
形

山
へ
．
こ
の
辺
は
吾
妻
連
峰

の

特
徴
と
も
い
え
る
見

と
お
し
の
き
か
な

い
原

生
林
か
続
き
、
し

か
も
雨
は
い
っ

こ
う
に
や
ま
ず
、
遣
は
ぬ
か
る
み
と
な

っ
て
歩
き

に
く
い
．

約
二
時
間
も
歩
い
た
で
あ
ろ
う
か
．

家
形
山
頂
台
地
を
進
む
と
パ
ッ
と
視
界

か
開
け
て

、
一
切
経
と
諤
菓
も
絶
す
る

ほ
ど
奬
し
い
五
色
沼
か
目
に
飛
び
込
む
．

何
色
と
言
お
う
か
、
藤
い
色
合
い
を
た

た
え
た
別
名

．
魔
女
の
ひ

と
み

‘
と
も

言
う
こ

の
沼
は
、
季
節
に
よ
っ
て
ま
た

風
の
向
き

に
よ
っ
て
五
つ
に
色
か
変
化

す
る
と
い
う
．

い
つ
の
間
に

か
附
も
上

が
り
、
最
後

の
目
指
す
と
こ
ろ
は
一
切
経
．
そ
こ
は

草
木
の
見

ら
れ
な
い
よ
う
岩
地
帯
で
あ

る
．
頂
上

は
正
に
三

六
〇
度
の
艇
望
を

誇
り
、
目
前
に
吾
妻
小

富
士

か
墳
火
口

を
見
せ
．
鏃
り
返
っ
て
五
色
沼
、
ま
た

遠
く
に
は
私

た
ち

が
歩
い
て
き
た
山
々

か
連
ら
な
っ
て

い
る
．

あ
ん
な
に
遠

く

か
ら
い
く
つ
も
の
山
を
越
え
て
き
た
の

か
と
我
な
が
ら
驚
き
、
山
頂
で
食
べ
た

一
き
れ
の
り
ん

ご
の
お
い
し
さ
は
ま
た

格
別
で
あ
っ
た
．
　
　
　
　

｛
Ｋ

｝

一
一

切
経
頂
上
で



き
れ
い
な
選
挙
を
実
現
し
よ
う

公
職
選
挙
法
が
一
部
改
正

選
挙
と
い
う

と
と
か
く
會
か
か
か
り

過
ぎ
る
と
い
わ
れ
ま
す
．
特
に
、
金
権

逸
挙
と
か
紙
公

害
な
ど
ル
ー
ル
を
守
ら

な

い
腐
敗
行
為
を
排
し
、
き
れ
い
な
選

挙
の
実
現
を
噸

う
た
め
、
こ
の
た
び
公

職
選
挙
法
の
一
郎

か
改
正

さ
れ
、
公
正

で
金
の
か
か
ら
な
い
選
挙
を
め
ぎ
し
て

選
挙
運
動
や
政
治
活
動
に
関
す
る
規
制

か
強
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
．

今
回
は
そ
の
う
ら
最
も
み
な
き
ん
に
関

係
の
深
い
寄
付

の
禁
止
に
つ
い
て
述
べ

て
み
ま
す
．

一
そ
の

Ｉ

政
珊
家

や
候
褸
者
な
ど
（
公

職
め
候

補
者
ま
た
は
公
職
の
衂
補
名
と
な
ろ
う

と
ず
る
む
の
で
．
現
在
公
職
に
あ
る
者

を
含
む
）は
、
そ

の
選
挙
に
関
す
る
と
否

と
を
問
わ
ず
、
そ
の
選
挙
区

内
の
者
に

紂
し
寄
付
を
し
て
は
な
ら
な
い
む
の
と

さ
れ
ま
し
た
．
し

た
か
っ
て
、
政
治
家

や
候
岫
者

な
ど
は
．
ど
ん
な
名

儂
で
あ

ウ
て
も
、
ま
た
時
期
は
い
っ
で
あ
っ
て
’

も
一
切
の
器
付

が
雛
ｉ

さ
れ
る
こ

と
と

な
り
ま
す
．

た
た
し
親
族
に
対
し
て
す

る
鳩
合
な
ど
一
郎
の
例
外
は
肥
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
．

一

そ
の
二

政
治
家
や
候
紬
者
な
ど

が
そ
の
役
職

員
と
な
っ
て

い
る
法
人
ま
た
は
団
体

は

一
郎
を
除
き
．
そ
の
選
挙
に
関
す
る
と

否
と
を
問
わ
す
、
そ
の
選
挙
区
内
の
者

に
紂
し
．
こ
れ
ら
の
奮
の
氏
名
を
表
示

し
ま
た
は
こ
れ
ら
の
者
の
氏
名
か
類
推

さ
れ
る
よ
う
な
方
法
で
寄
付
を
し
て
は

な
ら
な
い
こ
と
と
な
り
ま
し
た
．

一
そ
の
三

ど
ん
な
人
で
も
、
政
治
家
や
候
納
者

な
ど
に
紂
し
、
そ
の
選
挙
区
内
の
者
に

対
す
る
番
付
を
勧
誘
し
た
り
ま
た
は
麌

求
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
ま
し

た
．（
観
族
が
す
る
鳩
合
は
例
外
）

一
そ
の
四（
ま
と
め
）

前
に
述
べ
た
そ
の
Ｉ
か
ら
そ
の
三
ち

よ
り
゛

止
さ
れ
る
寄
付
に
は
．
花
輪
・

供
花
・
香
奥
・
又
は
祝
儀
と
し
て
供
与

さ
れ
、
又
は
文
付
さ
れ
る
も
の
．
そ
の

他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

か
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
．

し
た
が
っ
て
．
紅
婚
郵
祭
・
近
所
つ

き
あ
い
等
通
常
一
般
の
社
文
と
し
て
行

わ
れ
る
番
付
に
つ
い
て
も
親
族
に
対
す

る
鳩
合
を
除
き
禁
止
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
だ
わ
け
で
す
．

福
祉
手
当
を
支
給

在
宅
の
重
度
障
害
者
に

県
で
は
在
宅
の
重
度
障
客
者
の
福
祉

の
向
上
を
計
ろ
う

と
、
福
祉
手
当
を
支

給
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は

日
常
生
活
に
お
い
て
常
に
介
４
を
嬰
す

る
人
で

。
自
宅
に
い
る
人
に
限

り
ま
す
。

・
両
岨
の
視
力

の
和

が
○
・
○
二

以
下
の
ら
の

・
両
耳
の
聴
力
が
補
聴
器
を
用

い

て
も
音
声
を
識
別
で
き
な
い
も
の

・

崗
上
下
岐
の
敏
能
に
著
し
い
障

害
を
有
す
る
も
の

・
身
体
の
機
能

の
障
害
ま
た
は
長

期
に
わ
た
る
安
静
を
必
麝
と
す

る
病
状
で
．
日
常
生
活
か
不
可

能

な
も
の

・

栢
抻
の
障
害
か
前
述
と
同

程
度

と
肥

め
ら
れ
る
も
の

福

柾
予
当
の
額
は
一
人
に
つ
き
月
額

四
千
円

で
す
．
支
給
は
．
十
月
に
纃
求

し
た
時
は
特
例
と
し
て
十
月
か
ら
始
ま

り
．
卜
一
月
か
ら
は
．
緕
求
し
た
月
の

麗
月
か
ら
支
給
か
始
ま
り
ま
す
．
そ

れ

ぞ
れ
の
届
出

が
原
則
と
な
り
ま
す
か
ら

鴣
祉
乎
当

を
受
け
よ
う
と
す
る
方
．
ま

た
は
く
わ
し

い
こ
と
を
知
り
た
い
方

は

役
場
の
住
民
朦
福
祉
係
ま
で
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
．

保
健
課
よ
り

去
る
七
月
に
行
わ
れ
た
紬
咳
健
康
診

断
の
結
果
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
．

左
麦
の
よ
う
な
結
果

で
多
数
の
精
密
検

轟
を
必
要
と
す
る
人

が
ｇ

つ
か
り
盒
し

た
が
．
ま

だ
病
人
だ
と
診
断
さ
れ
た
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
．
結
核
と
い
う
病

笈
は
、
自
分
の
感
じ
や
見

か
け
な
ど
で

判
断
す
る
こ
と
の
で
き
な

い
や
っ
か
い

な
胯
慨
で
す
．
ま
た
曾

と
比
べ
て
死
亡

卒
こ
そ
激
減
し
ま
し
た
が
．
病
気
に
な

れ

ば
洽
す
の
に
大
変
時
間

か
か
か
り
、

人
か
ら
人

へ
紬
枝
幽
か
移
っ
て
起
き
る

恐
し
い
伝
染
痢
で
す
．

去
年
検
珍
受
け

て
罠
　

か
な
か
っ
た
か
ら
と
、
今
年
受

け
な
い
で
安
心
し
て
い
る
の
は
哢
遇
ぎ

ま
す
．

か
け

が
え
の
な
い
休
で
す
か
ら
、

や
は
り
一
年

に
一
回
は
健
康
診
断
を
受

け
．
丈
夫
な
こ
と
を
科
掌
的
に
確
か
め

る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
．

昭和50年度

結核 検診 結果

破当者数 実嘛数 受検率 饗再検者

6.0 引 ･れ 9 行 82.5％ 284名

・再検の方は必ず獪定日に受けて下さい．

奥
さ
ん
も
国
民
年
金
に

加
入
し
ま
し
よ
う

ｌ
民
年
金
は
．
自
営
龕
者
の
方
や
農

裏
の
方
を
加
人
対
取

と
し
て
お
り
ま
す
．

か
、

ご
家
庭
の
奥
様
方
も
加
入
で
き
る

任
意
加
入
制
度

か
あ
る
の
を
ご
存
知
で

し
Ｉ
う
か
．

ご
主
人
が
厚
生
年
金
保
険
な
ど
に
加

入
し
て

い
る
奥
橡
方
も
一
定
の
保
障

か

う
け
ら
れ
ま
す
か
．
国
民
年
金
に
加
人

し
ま
す
と
将
来
は
ご
夫
婦
そ
ろ
っ
て
老

齢
年
金
か
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
．

ご
自
分
か
病
気
や
け
か
を
さ
れ
た

場
合
は
陣
害
年
企
か
、
ま
た

ご
主
人

か

万

一
の
場
合
は
．
Ｉ
ｆ
生
年
金
な
ど
か
ら

の
遭
族
年
金
に
あ
わ
せ
て
国

民
年

彙
か

ら
毋
子
年
衾
な
ど
か
支
給
さ
れ
ま
す
の

で
、
二
皿
の
保
障
と
な
る
わ
け
で
す
．

保
険
科
は
年
四
回

、
三
ヵ
月
分
ず
つ

ま

と
め
て
納
め
る
こ
と
に
な

う
て
お
り
ま

す
．

ぜ
ひ
加
入
さ
れ
ま
す
よ
う
お
す
す

め
い
た
し
ま
す
．



教
育
委
員
に
奥
山
亀
一
氏
再
任

本
年
九
月
三
＋
９
で

任
期
爾
了

と
な
っ
た
敦
弯
香
目

の
奥
山

亀
一
氏
（
薛
剛
字
観
月

台

こ

七
四
歳
）は
、
九
月｛
疋
剛
町
議
会

の
同
意
を
碍

て
再
度
軟
爾
委
目

に
任
命
さ
れ
ま
し
气

今
後
四
年
間

、
町
教
膏
委
員
と
し
て

ご
活
以

を
お
紬

い
い
に

し
ま
す
。

現
職
教
育
ｌ
貝

心
み
な
さ
ん
は
：
：

在
　
川
　
正

敏
氏

岩

谷

唯

近
氏

奥

山

亀
　
・．
氏

高

橋

冊

藏
氏

中

山
　
　

隆
氏

奥 山亀一 氏

佐
藤
さ
ん
に

交
通
安
全
栄
誉
章

さ
る
厄
月
二
十
厄
卜
．
桑
折
驚
察
署

に
お
い
て
．
大
字
貝
圃
字
町
裏
六
の
佐

祕
正
巳

さ
ん

ふ
？

－

自
転
啾
修
理
販

売
業
‐

に
、
全
日
本
紀
通
安
全
協
会
貶

表
彰
で
あ
る
文
晒
安
全
栄
繋
啾
｛

緑
十

字
購
一

が
伝
達
さ
れ
ま
し

た
。
協
会
・艮

佐
藤

さ
ん

は
、
昭
和
Ｊ一
十
七
年
か
ら

史
通
安
全
の
た
め
に
尽
く
さ
れ
、
犹
皎

安
全
・
街
吸
指
導
・

広
報
な
ど
、
一

般

の
人
々
に
め

だ
た
な
い
地
瞭
な
努
力
を

続
け
て

き
ま
し
た
。

現
在
、
史
通
安
全
協
会
大
木
一
尸
郎
会

剛
会
及
・
県
文
通
安
全
協
会
桑
折
支
部

の
理
事
を
務

め
事
故
刀
な
い
明
る
い
町

を
つ
く
る
た
め
力
を
注
い
で
お
り
ま
す
。

ま

た
九
月
卜
．
．日
原
町
市
で
開
催
さ

れ
た
『
県
文

適
安
全
県
民
人
会
』
力
席
」
」

で
、
次
の
方

々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
气

0

　

当

　

嫻

　

畄

一一
文
通
安
を
活
動
協
力
矜
・

宇
佐
笑
兵
藏
き
ん

＠
県
警
本
祁
艮

県
文
通
安
全
協
会
長
連
名
表
彰

（
交
通
安
令
功
労
者
一一

村
上

鉄
男
さ
ん

（
優
良
運
転
者
－

斎
購
太

助
さ
ん

森
林
嶌
助

さ
ん

（
優
良
文
通

安
全
活
動
団
体

）

小
坂
方
郎
運
転
去
会

佐 藤 さ ん

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
：
：

町
長
か
ら
敬
老
年
金

町
で
は
、
敬
老
の
日
を
悦
し
て
今
叭

八
卜
歳
に
な
ら
れ

た
な

々
に
町
艮

か
ら

敬
老
令
．Ｅａ
１
川

を
贈
り
ま
し
た
、
今
午

概
肖
さ
れ
た
方
六
卜
二
べ
で
ひ
と
り
ひ

と
り
に
町
艮
か
ら
手
渡
さ
れ
．
こ
れ
か

ら
も
．儿
久
で
艮

生
き
り
Ｉれ
る
よ
う
折

り

ま

し

た

。

一
森
山
の
佐
久
闊
佐
ヒ
さ
λ

ご 結 婚

おめでとうござt４ す

(  月 中に れ な 久 )

北
野

栄
一
二
　

東
京

都
調
布
市

渡

邊
勝
子
　

鳥
取

今
野

敏
明
　

福

島
市

渡
邊
和

予
　

泉
田
下

善

意

の

窓

県
北
中

藤
田
小
へ

ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
が
贈

る
!
!

去
る
乢
月
二
卜
日
、
藤
ｍ

小
学
校
へ

二
段
式
ｘ

チ
ー
ル
ロ
ッ
ウ
ー
一
佃
（
四

万
匕
ｒ

円
扣
…当
一

か
贈
ら

れ
ま
し
た
。

ま
气

卜
月
六
日
に
は
県
北
中
学
咬
に

夊
一

安
全
帽

て

ａ

ノ

。
ト

ー一

六
九
Ｏ
Ｏ

個
『
四
十
万
円
Ⅲ
当
一
か
噌
ら
れ
ま
し
た
。

４
ラ

イ

オ

ン

ズ

の

お

じ

さ

ん

ど

う

も

あ

り

か

と

Ｉア

ー

贈
ら
れ
た
ロ
ッ
カ
ー
（
略
囲
小
）



薬
事
衛
生
教
室
の
開
催

県
保
原
保
健
所

か
主
催
し

、
町
と
福

鳥
薬
霞
組
合
伊
達
支
部
か
後
観
で
、
次

に
よ
り
薬
事
衛
生
教
室
を
開
催
い
た
し

ま
す
．
薬
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
得

る
た
め
．
み
な
さ
ん
お
さ
そ
い
あ
わ
せ

の
ぜ
ひ
非
お
い
出
下

さ
い
．

○
と

き
ト

ー
月
七
日

ｉ

）

￥

讒
一
時
よ
り
四
吟
ま
で

○
と
こ
ろ

町
・民
福
祉
セ
ン
タ
ー

Ｏ
内

容
薬
の
正
し

い
使
用

と

刈
作
用
に
つ

い
て

（
映
画
》
薬
の
で
き
る
ま
で
の

遇
程
・
成
人

病
検
診
μ

つ
い
て

な
お
、
当
日
薬
冊
・
薬
侶
か
・
り
瞶
入

に
な
う
た
医
薬
品
に
つ
い
て
不
明
な
点

か
あ
り
ま
し

た
ら
説
明
い
た
し
ま
す
．

ま
た
．
日
畷
の
薬
に
つ
い
て
の
疑
問
や

棚
談
に
む
応
じ
ま
す
．

「
心
配

ご
と
相

談
所

」

へ
　

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
！

毎
月
三
回
、
五
の
つ
く
日
の
午
曲
九

時
か
ら
午
後
○
時
ま
で
．
役
場
の
車
庫

二
冊
に
お
い
て
「
心
配
ご
と
相
鮫
所
」

を
間
設
し
て
お
り
ま
す
．
相
謫
に
は
民

生
委
員
が
あ
た
り
．
内
容
に
応
じ
て
各

担
当
郎
局
や
専
門
家
に
依
頼
し
て
解
決

を
計
り
ま
す
．
も
ち
ろ
ん
秘
密
は
い
っ

さ
い
守
り
ま
す
．

こ
ん
ど
の
相
談
日

は
…

1
0月
2
5日
・

ーー
月
５
日

・
1
1月
1
5
日

自
動
車
保
険
請
求
の

相
談
所
を
開
設

近
年
自
動
車
嘔
敵
の
発
生
は
お
び
た

だ
し
い
數
に
の
ぼ
り
人
き
い
社
会
間
嘲

と
な
っ
て
い
ま
す
・

こ
の
た
び
杜
団
法
人
日
本
損
害
保
険

協
会
に
お
い
て
『
自
動
瞋
保
険
纃
求
相

談
セ
ン
タ
ー
』
を
闘
設
し
．
強
制
・
任

意
を
問
わ
ず
自
動
嘔
保
険
の
誚
求
相
謫

に
応
じ
て
い
ま
す
．
ま
た
．
セ
ン
タ
ー

委
嘱
の
弁
護
士
か
毎
週
木
曜
日
に
、
複

犧
な
法
仲
上
の
ご
梢
談
に
も
お
答
え
す

る
こ
と
に
な
・
て
い
ま
す
．
相
飯
朴
は

一
切
無
料
で
す
の
で
．
ご
遠
慮
な
く
ご

利
用
く
だ
さ
い
．

◇
開
設
場
所

福
鳥
市
大
町
七
一

二
五

七
卜
七
ビ
．ル
五
階

自
助
車
保
険
科

牟
算
定
会
福
良
洳
濟
匝
務
所
内

福
鳥
自
助
車
保
険

請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

（
．
‘
纎
鳥
二
三
一

三
四
七

こ

◇
相
談
時
間

平
　

日
　

９
時
匐
分
Ｉ
謌
時
3
0分

土
曜
日
　

９
畤
3
0分
1
1
2
時

◇
弁
護
士
相
談
日

毎
週
木
曜
日
　

口
畤
1
1
6
時

た
だ
し
木
曜
日
か
休
日
に
あ
た
る

鳩
合
は
金
曜
日
に
な
り
ま
す
．

個
人
住
宅

建
設
制
度
が
あ
り
ま
す

県

で

は

、

住

宅

に

困

り

土

地

の

用

意

は

で

き

た

が

、

植

設

資

金

か

不

足

し

て

い

る

と

い
・
り
方

に

資

金

を

お

賢

し

し

て

持

家

制

度

を

促

進

し

て

い

ま

す

．

県

内

に

土

地

を

所

布

す

る

か

借

り

て

あ

っ

て

建

股

費

の

半

額

ま

で

．

Ｓ
一
期

｛

ｔ

年

払

｝

低

利

（

￥

八

％

）

の

制

度

資

曾

を

収

入

に

応

じ

最

高

四

〇

〇

万

円

ま

で

利

用

で

き

ま

す

．

◇

問

い

合

わ

せ

は

：

：

県

土

木

部

住

宅

踝

（

．
‘
．`
’

島

二

一
一

一

一

一

二

ま

た

は

．

各

建

設

忝

務

所

ま

で

．

く

わ

し

い

案

内

書

は

役

場

企

画

課

に

あ

り

ま

す

．
　

・
．

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

す

｛

衂
月
中

に
喊
ｎ
∵
『

れ
た
人
一

吸
一

Ｓ

一
父

の
氏

名

』

’
ｆ

の
名

｝

一
郎

羂

）

大

内
　

一

郎
　

修

二
　

第

八

吉

田
　

棯

太

久

江
　

只

田

大

和

田

健

一
　
　

美

唄

宮

町

廁

後

藤

澄

雄
　

安

漫
　

宮

前

斎

藤
　

徼
　

直

人
　

第

七

高

野

佼

昭

麻

利

子
　

鳥

取

‘
’一

声

信

芳
　
　

仁
　

第

八

臨

久

間

幸

司
　
　

武
　

第

一

佐

竹

弘

治
　

明

子

宮

町

南

唄

賀

惣

二
　

ま

ゆ

み
　

第

二

近

野
　

衛
　

武

志
　

板

橋

菊

池

定

雄
　

伸

江
　

山

根

軫

木

周

一
　
　

亮

大

町

北

東

城

妃

】
　
　

徳

三

大

町

北

八

鳥

氏

謇
　
　

傘

宮

町

南

蓬

田

晋

一
　
　

昭

男
　

第

九

小

林
　

亨
　

亨

一
　
　

本

町

曾

野

善

一

郎

Ｊ

れ

Ｅ

源

宗

山

大

橋

善

吉
　
　

淳

大

町

北

お

く

や

み

申

し

あ

げ

ま

す

『
凡

―
巾

に
Ｉ

け
ら

れ

た
人

敬

称

』

民
　

ｇ

一
　

ｉ

ｌ
　

’
陥

落

｝

佐

藤

善

】
　
　
6
4
　
　

小

坂

ａ

藤

鰆

七
　
5
3
　
　

賊

田

野

々

宮

晴

利
　
5
1
　

大

町

陶

小

坂

チ

イ

子
　
5
3
　
　

小

坂

編集日記
▽
空
が
青
く
澄
み
き
っ
て
、
狄

の
日

ざ

し
は
目
に
し
み
る
よ
う
に
白
く
な
り
ま

し
た
．
む
く
せ
い
の
奬
し

い
番
り

が
漂

っ
て

い
る
十
月
で
す
．

▽
今
月
は
四
卜
九
年
度
の
決
算
報
告
、

ま
た
、
先
月
行
わ
れ
た
『
知
事
を
囲

む

県
政
懇
談
会
』
の
隕
様

を
特
集
し
た
り

し
て
今
ま
で

に
な
い
増
ペ
ー
ジ
と
な
り

ま
し
た
．

し
か
し
そ
れ
だ
け
充
実
し
た

か
と
い
う
と
忙
し
さ
に
迫
わ
れ
て
不

勉

強
も
あ
り
、
い
た
ら
な
い
貞
が
多
く
．

必
ず
し
も
そ
う

と
は
言
い
き
れ
な

い
こ

と
が
残
念
で
す
．

▽
県
政
と
町
政

は
一
体
で
あ
り
．
住
み

よ
い
町

づ
く
り
は
私

た
ち
地
域
住
民

が

常
に
社
会
に
政
治
に
．
閥
心
を
持
つ
こ

と
か
大
切
で
す
．
係
で
は
．
み

な
さ
ん

の
建
般
的
な
意
見

を
肇
ん
で
い
ま
す
．

そ
し
て
広
報
紕
か
町

と
住
民
の
パ
イ

プ

役
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
．

。今
月
の
納
税
”

町
県
民
税

国

保

税
第
三
期
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